
人的資本

オーエスジーが求める人財像「7つの人財要件」▶ P.39

「社員を無限の可能性を秘めた財産であると位置づけ、人財の能力開発と向上に努め
る」を人財育成理念として掲げ、７つの人財要件に基づき人財育成を行っています。これら
の要件は成績評価項目に反映されており、
半期に一度の評価の際に上長によるフィー
ドバック面談を実施しています。社員のモチ
ベーション向上のためにも自身の強みと今
後の課題や目標について共有する機会が
重要なため、フィードバック面談実施100%
を目指し啓蒙活動に取り組んでいます。

▶ P.39適材適所の人員配置と人財の育成
社員自身が希望を提出するキャリアプラン申告制度の活用による適材適
所の人員配置、資格取得や通信教育などの支援を行い、業務上で必要とさ
れる知識やスキルを学ぶリスキリングを推奨しています。
変化の激しい時代に企業が成長していくためにも、社員の経験や能力、
特性に合った人員配置により成果の出る組織をつくっていくことが重要で
す。今後は、人財データプラットフォームの整備により経験豊富なプロフェッ
ショナル人財が能力を発揮できる体制を整え、次世代を担うリーダーや経
営リーダーの育成にも注力してまいります。

▶ P.40ダイバーシティ＆インクルージョン
国籍・性別・人種・障がいなどの有無にかかわらず、多様な人財がそれぞれの個性を活かし、能力を十分に発揮できるよう
ダイバーシティ＆インクルージョンの推進をテーマに働きやすい職場環境の整備に取り組んでいます。その中でも女性活躍
推進を重点課題として位置づけ、女性が安心して生き生きと働き続けることで能力を最大限に発揮し、キャリアップすること
を目指しています。
近年は、デジタル人財育成・確保の強化を目的に海外からの採用や情報系職種採用、体験型インターンシップの実施による
実践的な採用を行っています。また、未だ男性比率の高い技術職について、女性にも身近に感じてもらうことを目的に職場環
境や福利厚生の紹介を行い、実際に技術職として働く女性社員との交流を行う座談会なども実施しています。

▶ P.42安全健康経営の推進
2023年には、「厚生労働省 安全衛生優良企業」と「経済産業省 健康経営優良法人 ホワイト500」の認定を受けました。
安全衛生教育を実施し、産業医・カウンセラー・ヘルススタッフによる健康相談窓口の設置をするなど、社員への教育、安全・
健康のサポートにも注力しています。社員のウェルビーイングを追求し、社員一人ひとりが元気に働ける環境づくりを推進して
います。

これからの人的資本経営
人財能力の有効活用と社員のウェルビーイングを目指し、安心してチャレンジできる環境を構築していきます。今後は日本
の人口ピラミッドに比例して人財を確保するのが難しい時代となり、企業として成長していくためには社員一人ひとりの生産
性を向上させることが重要で、挑戦・成長し続ける人財が必要となります。モノづくりにおいても自動化やDXを推進し、
これまでの常識に囚われず、常に自己変革に挑戦し続けることで変化を恐れずチャレンジできる環境・風土を目指します。
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インパクトレポーティング

資金充当状況レポーティング（2023年8月～2023年11月）
資金充当状況は以下の通りです。

1．省エネルギー
■ 大池工場の改修（GBPカテゴリー：グリーンビルディング）

● 設備投資進捗状況  
 2024年5月着工予定、2028年4月完了予定
● 認証取得状況（取得予定時期・取得認証の種類・レベル）  
 CASBEE認証：B+ランクを2025年夏頃に取得予定

■ CAE解析による切削シミュレーション（GBPカテゴリー：製品開発プロセスにおけるエネルギー効率）
● システム導入により削減された試作品の数  
 600本 
● 試作品の数の減少によるCO2排出量削減効果  
 768.43kg-CO2/期間内実績 
期間内において、CAE解析による切削シミュレーションソフトの処理速度向上及び維持費用として10百万円を充当しま
した。
切削シミュレーションの活用により、一開発品において従来と比較し試作数を2/3に減らすことが可能となり、エネルギー
使用量及び試作にかかる原材料の削減を実現しました。試作品1本を製作するのに必要な消費電力量は平均2.5kWhで
あり、期間内での実績として計1,500kWhの消費電力量削減となりました。

2．環境配慮型の製品
■ 転造タップ『GREEN TAP』の開発（GBPカテゴリー：環境適応製品、環境に配慮した生産技術及びプロセス認証を受けた
高環境効率製品）
期間内において、工具製造時のCO2排出量が従来の1/2と
なる転造タップ『GREEN TAP』の開発費用として13百万円
を充当しました。
独自の新製法が採用されたGREEN TAPは、工具製造時1本
あたりのCO2排出量が従来品の1/2となる0.55kg-CO2と
なり、ねじ加工に関わるCO2排出量の削減を実現します。
さらに、転造タップであるGREEN TAPではねじ加工時に
切りくずが発生しないため、切りくず処理のための機械停止が
起きず、工具使用時の消費電力量の削減に貢献します。なお、
GREEN TAPは2024年中の発売を予定しています。
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省電力に資する環境配慮型製品
工程集約による省電力・廃棄物削減に資する製品
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